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イ
ト
l
イ
十

相
唱
和
し
た
。
亭
保
十
四
年
務
臣
前
田
孝
和
の
懲
恋
一
小
頭
と
し
て
百
石
を
受
け
、
九
年
三
十
人
顕
と
な
り
、

に
・
&
り
帳
を
下
し
て
弟
子
を
教
授
し
た
が
、
門
人
市
一
元
文
元
年
百
石
を
加
へ
、
寛
延
二
年
夜
。
子
孫
世
々

を
震
し
、
加
藤
惟
寅
・
生
駒
直
武
・
不
破
篤
般
・
不
破
一
藩
に
仕
へ
た
。

俊
明
・
朝
倉
景
純
・
朝
食
綴
等
そ
の
麹
楚
で
あ
っ
た
。
一
イ
ト
ウ
ト
シ
ヨ
シ
伊
藤
利
吉
活
稽
彦
兵
衛
・

後
終
に
仕
へ
ず
し
て
夜
し
た
。
時
に
元
文
元
年
二
周
一
国
書
。
突
は
長
門
守
膝
景
。
そ
の
先
は
伊
勢
の
人
。

廿
二
目
、
年
五
十
六
。
著
す
所
理
敷
玉
藻
一
巻
・
白
零
一
元
和
六
年
前
田
利
常
に
仕
へ
て
二
千
石
を
賜
は
り
、

槙
集
五
十
巻
が
あ
る
。
そ
の
子
椴
後
を
承
け
た
。
一
九
年
夜
。
子
孫
世
々
務
に
仕
へ
た
。

イ
ト
ウ
セ
ツ
コ
ウ
伊
藤
雲
鴻
金
揮
の
俳
人
。
一
イ
ト
ウ
ハ
チ
ザ
Z

モ
ン
伊
藤
八
左
衛
門
鳳
至

名
は

E
秀
。
賓
館
路
町
に
住
し
、
新
聞
社
員
と
な
り
二
郡
馬
場
の
加
国
家
で
、
悦
々
十
村
役
や
・
勤
め
た
。
交
政

明
治
七
入
年
の
頃
此
君
庵
二
代
を
立
九
し
、
=
一
十
八
一
の
頃
の
八
左
衛
門
は
俳
名
を
友
鴎
と
い
ひ
、
篤
質
慈

年
十
一
周
十
五
日
五
十
九
歳
を
以
て
夜
し
た
。
一
悲
の
人
で
、
十
二
年
金
五
百
疋
脅
賞
賜
せ
ら
れ
、
天

イ
ト
ウ
タ
ダ
カ
ツ
伊
藤
忠
勝
初
爵
忠
順
。
小
一
保
元
年
無
役
惣
年
寄
列
と
な
り
、
五
年
九
十
六
歳
の

字
長
太
郎
、
後
彦
兵
衛
。
交
の
名
は
主
計
勝
直
。
利
一
時
扶
持
高
拾
五
石
を
受
け
、
九
年
百
歳
に
建
し
て
染

曹
の
孫
。
天
和
元
年
忠
勝
突
の
夜
後
そ
の
様
千
石
を
一
物
二
疋
・
銀
二
枚
・
鳩
杖
や
・
賜
は

b
、
十
一
年
貰
月
夜

間
提
い
で
前
回
綱
紀
に
仕
ヘ
、
馬
廻
組
に
入
b
、
E
徳
一
し
た
。

四
年
小
松
町
奉
行
と
な
b
、
九
年
金
棒
町
奉
仔
に
建
一
イ
ト
ウ
マ
ザ
ズ
ミ
伊
藤
正
純
逝
都
金
右
衛
門
-

b
、
十
五
年
馬
廻
顕
に
滋
み
、
元
文
五
年
三
月
夜
し
一
内
勝
。
重
澄
の
嫡
男
。
事
保
八
年
突
の
残
後
旅
二
千

た

、

年

六

十

三

。

一

入

百

石

を

襲

ぎ

、

寺

祉

事

行

・

公

事

場

事

行

に

聴

任

イ
ト
ウ
チ
ユ
ウ
パ
タ
伊
藤
忠
実
金
保
の
俳
人
。
一
し
、
寛
保
二
年
残
し
た
。

其
日
庵
と
践
し
た
。
名
は
霊
事
。
十
三
間
町
に
住
し
一
イ
ト
ウ
マ
ザ
チ
カ
伊
藤
政
親
沼
郡
榊
孫
三
郎
・

て
菓
子
業
を
管
み
、
明
治
廿
入
年
八
用
品
u
一
日
七
十
一
源
右
衛
門
。
組
内
腕
軍

E
の
子
兵
助
主
能
の
二
子
平

二

歳

を

以

て

夜

し

た

。

一

九

郎

政

辰

は

配

分

知

五

百

石

を

受

け

、

之

脅

養

子

政

イ
ト
ウ
ト
キ
ズ
さ
伊
藤
時
純
虎
之
助
・
主
席
・
一
親
に
停
へ
、
政
親
は
御
表
小
勝
を
勤
め
て
ゐ
た
が
、

内
瞬
と
帯
し
た
。
一
の
簡
は

E
問
。
寛
保
二
.
年
究
正
一

E
徳
二
年
江
戸
に
於
い
て
同
役
松
原
兵
助
と
男
色
の

純
夜
後
其
の
勝
二
千
八
百
石
を
襲
ぎ
、
費
賂
・
明
和
一
事
に
よ
り
申
分
を
な
し
、
=
一
年
二
月
十
五
日
知
行
を

の
聞
小
松
城
番
・
寺
祉
奉
行
・
公
世
駒
場
奉
行
に
隠
任
一
召
放
し
一
類
御
預
と
な
っ
た
。

し
、
安
永
六
年
若
年
寄
に
准
み
、
天
明
三
年
家
老
役
一
イ
ト
ウ
マ
サ
ノ
プ
伊
藤
政
誠
一
向
一
授
の
首

に
障
り
若
年
寄
を
粂
ね
た
が
、
寛
政
三
年
識
を
館
一
領
で
、
通
穏
を
宗
十
郎
と
言
っ
た
。
天

E
四
年
入
居

め
、
事
和
二
年
退
老
し
て
白
鴎
と
践
し
、
隠
居
料
五
一
廿
一
日
附
下
関
刑
部
卿
法
限
宛
の
訴
欣
泌
名
中
に
、

百
石
を
受
け
、
周
年
七
用
夜
し
た
、
年
六
十
丸
。
一
そ
の
名
が
見
え
る
。

イ
ト
ウ
ト
ザ
Z

号
ン
伊
東
戸
左
衛
門
初
め
彦
一
イ
ト
ウ
ヨ
シ
ザ
ダ
伊
藤
由
貞
字
は
太
卒
、
高

左
衛
門
。
元
機
十
四
年
御
歩
に
召
出
さ
れ
、
賀
永
元
一
一
年
と
蛾
し
、
欝
替
の
蛍
を
春
秋
館
と
捺
し
た
。
京
師

吉
徳
附
屈
の
御
歩
と
な

b
、
享
保
二
年
御
歩
一
の
入
。
少
に
し
て
松
永
目
三
に
皐
び
、
晩
年
加
州
に

. 

来
b
、
客
寓
す
る
こ
と
六
年
に
し
て
、
元
機
十
四
年

七
用
渡
し
た
。
年
六
十
.
一
。
由
貞
の
加
賀
に
在
る
や
、

能
く
請
負
に
地
へ
、
経
皐
詩
文
を
以
て
諸
生
を
教
養

し
、
一
世
に
重
き
を
賞
し
た
。

イ
ト
タ
ラ
マ
チ
糸
倉
町
金
津
の
醤
町
名
。
務

初
の
頃
生
糸
を
納
め
罷
く
食
障
が
あ
っ
た
L
め
の
穏

で
、
木
食
町
と
同
涯
の
名
で
あ
ら
号
と
思
は
れ
る
。

明
治
四
年
四
月
戸
籍
編
成
の
際
油
田
名
を
止
め
て
木
，

新
保
二
番
丁
と
な
っ
た
。

イ
ト
コ
ゾ
ロ
い
と
乙
ぞ
ろ
河
北
部
の
山
村
に

て
、
萄
十
一
周
廿
入
日
大
根
を
銀
杏
形
に
切
り
、
小

一
見
と
共
に
煮
て
、
之
を
親
鷲
上
人
の
鎚
前
に
縛
げ
る

も
の
を
い
ふ
。
い
と
こ
ぞ
ろ
の
橋
義
は
明
ら
か
で
な

、。官
、

イ
ト
ダ
糸
田
石
川
郡
五
ケ
庄
に
属
す
る
邸
務
。

イ
ナ
ガ
キ
カ
モ
ン
稲
垣
掃
部
総
千
二
百
石
。

閉
院
長
十
九
年
大
坂
役
に
出
陣
し
、
十
二
月
四
日
笹
山

で
深
手
を
貞
ひ
、
次
い
で
死
亡
し
た
。
掃
部
の
嫡
流

勘
十
郎
は
鼠
心
の
た
め
断
絶
し
た
が
、
際
流
五
郎
左

衛
門
は
寛
永
十
六
年
大
翠
寺
侯
に
附
せ
ら
れ
、
子
市
旅

織
倒
制
し
た
。

イ
ナ
ガ
キ
ゲ
ン
シ
ユ
ウ
稲
坦
玄
周
も
と
奥
棒

氏
。
組
玄
胤
の
時
寛
永
十
一
年
百
五
十
石
を
受
け
、

寛
文
二
年
夜
し
、
そ
の
子
畏
庵
を
鰹
て
、
玄
周
に
主

り
初
め
て
騎
坂
氏
を
務
し
た
。
玄
周
前
田
光
高
に
仕

へ
て
百
五
十
石
脅
受
け
、
子
孫
世
々
務
に
仕
へ
た
。

イ
ナ
ガ
キ
ノ
9
h
F
カ
稲
垣
敬
隆
逝
務
左
門
・

兎
毛
・
提
左
衛
門
。
一
諒
安
居
。
除
四
百
石
。
大
小
将

御
縦
同
よ
り
次
第
に
昇
恕
し
て
御
持
筒
顕
に
車
台
、

天
明
六
年
職
を
止
め
た
。
袈
年
不
明
。
披
降
、
南
奨

希
賢
に
就
い
て
詩
替
を
県
・
ん
だ
と
い
ふ
。

イ
ナ
ガ
キ
ヒ
デ
タ
カ
稲
垣
秀
隆
週
穂
奥
三
右

衛
門
・
=
一
郎
右
衛
門
。
一
樟
は
秀
賢
。
隊
三
百
石
を
受

五
二

け
、
大
小
勝
番
頭
か
ら
昇
進
し
て
御
馬
廻
顕
に
至
。
、

貸
暦
六
年
六
周
二
十
日
六
十
九
践
を
以
て
授
。
努
隆

字
を
子
鏑
と
い
ひ
、
洗
心
叉
は
雲
山
と
践
し
た
。

イ
ナ
ガ
キ
モ
ト
ヒ
デ
稲
垣
元
禿
一
欝
は
節
、

字
は
会
賞
、
遁
講
演
様
、
関
務
ま
た
は
寧
州
と
捜
し

た
。
家
世
々
計
穫
で
、
元
秀
は
失
敬
長
の
第
四
子
で

あ
っ
た
。
枇
に
し
て
江
戸
に
緬
役
し
、
山
本
北
山
に

暴
び
、
年
五
十
徐
に
し
て
明
倫
堂
助
教
に
擢
で
ら

れ
、
天
保
元
年
十
二
周
廿
四
日
七
十
五
歳
を
以
て

夜。
イ
ナ
ガ
キ
ヤ
ス
ザ
ダ
稲
垣
安
定
通
稽
幸
三
郎
・

入
郎
左
衛
門
、
一
部
は
信
任
。
玄
周
か
ら
六
代
の
孫
。

旅
百
五
十
石
。
御
作
事
奉
行
を
勤
め
、
文
化
元
年
四

周
十
一
日
居
宅
に
於
い
て
自
殺
し
た
。
子
奥
三
之
助

信
能
、
組
交
の
越
知
の
内
七
十
石
を
襲
い
だ
。

イ
ナ
ガ
キ
ヤ
ス
ネ
稲
糧
安
穣
遁
名
三
郎
兵
衛
、

意
閑
と
観
し
た
。
共
の
組
奥
三
右
衛
門
は
天
正
十
二

年
前
回
利
長
に
仕
ヘ
、
九
百
俵
を
賜
は
り
、
背
山
富
岡

次
と
共
に
越
中
魚
津
に
在
城
し
た
。
二
代
三
訴
築
は

安
棋
の
突
で
、
三
百
石
を
受
け
た
。
兄
安
成
交
の
治

知
を
襲
ぎ
、
安
根
は

E
保
元
年
新
知
二
百
石
脅
賜
は

b
、
馬
廻
組
頭
・
定
番
頭
を
勤
め
、
逢
に
稼
を
増
し

て
千
石
に
去
り
、
正
徳
三
年
致
仕
し
、
享
保
三
年
四

足
九
日
入
十
六
歳
を
以
て
夜
。
安
根
患
を
室
鳩
山
県
に

暴
び
、
家
鷲
と
も
需
粛
と
も
捜
し
た
。

イ
ナ
ガ
キ
ヨ
ソ
エ
モ
ン
稲
垣
奥
=
一
右
衛
門
天

正
十
二
年
前
田
利
長
に
仕
へ
て
九
百
俵
を
領
し
た
。

そ
の
嫡
統
は
第
七
代
貞
九
郎
忠
恕
、
様
四
百
石
を
受

け
た
が
、
文
政
四
年
正
用
妾
を
殺
害
し
て
、
二
月
十

九
日
知
行
を
召
蔵
さ
れ
た
。

イ
ナ
タ
ラ
ダ
ケ
稲
倉
岳

御
賀
議
。

イ
4
d
シ
キ

4
オ
タ
カ
ラ
グ
ラ

稲
患

羽
咋
郡
富
木
院
に
画
す
る
部


